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て
は
、
平
成
15
年
10
月
か
ら
始
ま
り
、

５
月
31
日
現
在
の
事
業
所
数
は
５
６
０

５
事
業
所
。

　

こ
の
制
度
は
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１

シ
リ
ー
ズ
に
基
づ
い
て
作
成
さ
れ
た
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
中
小

規
模
の
事
業
者
で
も
環
境
改
善
に
向
け

た
取
り
組
み
の
目
標
設
定
と
そ
の
評
価

が
容
易
に
な
り
、
自
主
的
で
継
続
的
な

環
境
保
全
活
動
を
行
う
こ
と
が
で
き

る
。

　

ま
た
、
認
証
の
有
効
期
間
は
２
年
間

で
、
登
録
の
２
年
後
に
更
新
審
査
を
受

け
、
認
証
を
更
新
す
る
必
要
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
継
続
的
な
取
り
組
み
に
一
層

裏
づ
け
が
あ
る
。

　

グ
リ
ー
ン
経
営
の
進
め
方
に
つ
い
て

は
、
ま
ず
同
財
団
が
用
意
す
る
チ
ェ
ッ

ク
リ
ス
ト
を
使
い
、
自
社
の
環
境
保
全

活
動
の
取
り
組
み
状
況
を
把
握
し
、
取

り
組
み
の
改
善
策
の
検
討
を
行
う
。
次

に
、
行
動
計
画
を
作
成
し
、
そ
の
計
画

に
基
づ
い
て
取
り
組
み
を
推
進
す
る
。

こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
継
続
す
る

こ
と
で
自
主
的
な
環
境
保
全
活
動
が
実

行
で
き
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
。

　

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
は
、
ト
ラ
ッ
ク
で

は
、
①
環
境
保
全
の
た
め
の
仕
組
み
・

体
制
の
整
備
②
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
の
実
施

③
低
公
害
車
の
導
入
④
自
動
車
の
点
検

　

グ
リ
ー
ン
経
営
認
証
は
、
交
通
エ
コ

ロ
ジ
ー
・
モ
ビ
リ
テ
ィ
財
団
が
認
証
機

関
と
な
り
、
グ
リ
ー
ン
経
営
推
進
マ
ニ

ュ
ア
ル
に
基
づ
き
、
一
定
の
レ
ベ
ル
以

上
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
事
業
者

に
対
し
て
審
査
の
上
認
証
・
登
録
を
行

う
も
の
。
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
に
つ
い

・
整
備
⑤
廃
車
・
廃
棄
物
の
排
出
抑
制
、

適
正
処
理
お
よ
び
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進

⑥
管
理
部
門
（
事
務
所
）
に
お
け
る
環

境
保
全
の
推
進
―
―
の
６
つ
の
大
項
目

が
あ
り
、
各
大
項
目
に
つ
き
１
か
ら
４

の
小
項
目
が
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
各
小
項
目
に
は
チ
ェ
ッ
ク

項
目
が
あ
り
、「
現
状
把
握
、
法
規
制

の
遵
守
、
一
般
的
、
基
本
的
取
り
組
み
」

の
レ
ベ
ル
１
、「
目
標
、
計
画
に
基
づ

く
取
り
組
み
の
推
進
、
積
極
的
取
り
組

み
」
の
レ
ベ
ル
２
、「
実
施
結
果
の
把

握
と
取
り
組
み
の
改
善
、
見
直
し
、
先

進
的
な
取
り
組
み
」
と
評
価
さ
れ
る
レ

ベ
ル
３
の
三
段
階
で
自
社
の
取
り
組
み

の
レ
ベ
ル
も
分
か
る
よ
う
に
工
夫
さ
れ

て
い
る
。

　

事
業
者
は
同
財
団
に
認
証
を
申
請
し
、

申
請
を
受
け
た
同
財
団
は
申
請
事
業
所

ご
と
に
実
際
に
審
査
を
行
い
、
①
認
証

基
準
に
あ
る
取
り
組
み
が
で
き
て
い
る

こ
と
②
実
施
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
客

観
的
な
証
拠
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と

―
―
の
合
格
基
準
を
満
た
す
と
認
証
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

ま
た
、
こ
の
グ
リ
ー
ン
経
営
は
、
認

証
後
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
の
た
め
の
指
導

・
助
言
を
行
う
な
ど
、
フ
ォ
ロ
ー
を
行

う
の
も
特
色
と
な
っ
て
い
る
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
同
財
団
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
（http://www.ecom

o.or.jp/

）

ま
で
。

「
グ
リ
ー
ン
経
営
」認
証
制
度
と
は

要
な
調
査
―
―
の
６
項
目
が
盛
り
込
ま

れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
京
都
議
定
書
に
よ
る
わ
が

国
の
温
室
効
果
ガ
ス
６
％
削
減
達
成
の

た
め
、
地
球
温
暖
化
対
策
推
進
本
部
が

設
け
ら
れ
、
国
民
す
べ
て
が
一
丸
と
な

　

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
は
、
環
境
に
配
慮
し

て
自
動
車
を
運
転
す
る
こ
と
。
具
体
的

に
は
、
ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
プ
や
一

定
速
度
で
の
走
行
、
や
さ
し
い
発
進
な

ど
が
挙
げ
ら
れ
、
安
全
対
策
に
も
つ
な

が
る
。

　

政
府
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、
平
成

15
年
度
に
警
察
庁
、
経
済
産
業
省
、
国

土
交
通
省
お
よ
び
環
境
省
を
関
係
省
庁

と
す
る「
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
普
及
連
絡
会
」

が
設
置
さ
れ
、
普
及
推
進
を
図
っ
て
い

る
。　

  

17
年
に
は
、
閣
議
決
定
さ
れ
た
京
都

議
定
書
目
標
達
成
計
画
に
お
い
て
、「
環

境
に
配
慮
し
た
自
動
車
使
用
の
促
進
」

の
施
策
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
、
エ
コ

ド
ラ
イ
ブ
普
及
連
絡
会
を
中
心
と
し
た

広
報
活
動
な
ど
に
よ
り
、
国
民
の
意
識

向
上
を
図
り
、
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
普
及
の

た
め
の
環
境
整
備
を
行
う
こ
と
と
さ
れ

て
い
る
。

　

ま
た
、
18
年
に
は
、
関
係
省
庁
そ
の

他
関
係
機
関
が
重
点
的
に
推
進
す
べ
き

事
業
を
取
り
ま
と
め
た
、「
エ
コ
ド
ラ

イ
ブ
普
及
・
推
進
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」

が
策
定
さ
れ
て
い
る
。　
　
　

　

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
で
は
、
①
エ
コ

ド
ラ
イ
ブ
の
定
義
の
見
直
し
、
効
果
指

標
等
の
確
定
②
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
の
普
及

・
啓
発
活
動
③
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
支
援
装

置
等
の
普
及
促
進
④
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
評

価
シ
ス
テ
ム
の
確
立
⑤
地
方
公
共
団
体

お
よ
び
関
係
団
体
と
の
横
断
的
取
り
組

み
⑥
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
普
及
・
推
進
に
必

っ
て
取
り
組
む
国
民
運
動
「
チ
ー
ム
・

マ
イ
ナ
ス
６
％
」が
推
進
さ
れ
て
お
り
、

こ
の
中
で
も
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
の
実
施
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
の
取
り
組
み
に
関
す

る
情
報
は
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
普
及
推
進
協

議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://www.

ecodrive.jp/

）
ま
で
。

環
境
対
策
は「
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
」か
ら

【エコドライブ10のすすめ】
①ふんわりアクセル「ｅスタート」
　 「やさしい発進を心がけましょう」
　普通の発進より少し緩やかに発進する（最初の５秒で時速 20km
が目安です）だけで11％程度燃費が改善します。やさしいアクセ
ル操作は安全運転にもつながります。時間に余裕を持って、ゆった
りした気分で運転しましょう。
②加速度の少ない運転
　 「車間距離は余裕をもって、交通状況に応じた安全な定速走行
に努めましょう」
　車間距離に余裕を持つことが大切です。車間距離を詰めたり、
速度にムラのある走り方をすると、加減速の機会も多くなり、その
分市街地で２％程度、郊外で６％程度燃費が悪化します。また、同
じ速度であれば、高めのギアで走行する方が燃費が良くなります。
交通の状況に応じ、できるだけ速度変化の少ない安全な運転をし
ましょう。 
③早めのアクセルオフ
　「エンジンブレーキを積極的に使いましょう」
　エンジンブレーキを使うと、燃料の供給が停止される（燃料カット）
ので、２％程度燃費が改善されます。停止位置が分かったら、早
めにアクセルから足を離して、エンジンブレーキで減速しましょう。
また減速したり、坂道を下るときにはエンジンブレーキを活用しま
しょう。
④エアコンの使用を控えめに
　「車内を冷やし過ぎないようにしましょう」
　気象条件に応じて、こまめに温度・風量の調整を行いましょう。
特に夏場に設定温度を下げ過ぎないことがポイントです。外気温
25℃の時にエアコンを使用すると、12％程度燃費が悪化します。
⑤アイドリングストップ
　「無用なアイドリングをやめましょう」
　10 分間のアイドリング（ニュートラルレンジ、エアコンOFFの場合）
で、130cc 程度の燃料を浪費します。待ち合わせや荷物の積み下ろ

しのための駐停車の際にはアイドリングを止めましょう。
⑥暖機運転は適切に
　「エンジンをかけたらすぐ出発しましょう」
　現在販売されているガソリン乗用車においては暖機不要です。
寒冷地など特別な状況を除き、走りながら暖めるウォームアップ走
行で充分です。暖機することにより走行時の燃費は改善しますが、
５分間暖機すると160cc 程度の燃料を浪費しますので、全体の燃
料消費量は増加します。
⑦道路交通情報の活用
　「出かける前に計画・準備をして、渋滞や道路障害等の情報をチ
ェックしましょう」
　１時間のドライブで道に迷って10 分余計に走行すると14％程度
の燃費悪化に相当します。地図やカーナビ等を利用して、行き先お
よび走行ルートをあらかじめ計画・準備をしましょう。また道路交
通情報をチェックして渋滞を避ければ燃料と時間の節約になりま
す。
⑧タイヤの空気圧をこまめにチェック
　「タイヤの空気圧を適正に保つなど、確実な点検・整備を実施し
ましょう」
　タイヤの空気圧が適正値より50kPa（0.5kg/cm² ）不足した場合、
市街地で２％程度、郊外で４％程度、それぞれ燃費が悪化します。
また、安全運転のためにも定期的な点検は必要です。
⑨不要な荷物は積まずに走行
　「不要な荷物は積まないようにしましょう」
　100kgの不要な荷物を載せて走ると、３％程度燃費が悪化します。
車の燃費は荷物の重さに敏感です。運ぶ必要のない荷物は、車か
ら降ろしましょう。
⑩駐車場所に注意
　「渋滞などを招くことから、違法駐車はやめましょう」
　交通の妨げとなる場所での駐車は交通渋滞をもたらし、余分な
排出ガスを出す原因となります。平均車速が時速 40kmから時速
20kmに落ちると、31％程度の燃費悪化に相当すると言われていま
す。

※資料 ：エコドライブ普及推進協議会ホームページより

馬
淵
澄
夫
国
土
交
通
大
臣
（
当
時
）
か

ら
表
彰
状
を
受
け
取
る
越
野
社
長

〔環境月間特集〕〔環境月間特集〕

荷主企業と協働で環境に貢献荷主企業と協働で環境に貢献
「グリーン物流優良事業者」国土交通大臣表彰受賞「グリーン物流優良事業者」国土交通大臣表彰受賞 越野運送株式会社（大阪）越野運送株式会社（大阪）

代
だ
っ
た
。
こ
の
た
め
、
社
長

就
任
直
後
は
、
若
い
社
長
に
対

す
る
社
員
の
反
発
も
強
く
、
待

遇
改
善
を
求
め
る
ド
ラ
イ
バ
ー

と
の
対
立
も
あ
っ
た
。
し
か
し

な
が
ら
、
自
ら
ハ
ン
ド
ル
を
握

り
、
真
摯
に
経
営
に
打
ち
込
む

越
野
社
長
の
働
き
ぶ
り
を
目
の

あ
た
り
に
す
る
う
ち
に
、
社
員

も
次
第
に
打
ち
解
け
て
、
協
力

を
惜
し
ま
ず
働
い
て
く
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
と
い
う
。
現
在
で

は
労
使
相
互
の
信
頼
関
係
も
厚

い
。

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
で
コ
ス
ト
削
減

業
態
転
換
が
契
機
に

　

越
野
社
長
が
環
境
対
策
に
本

腰
を
入
れ
始
め
た
の
は
、
今
か

ら
12
年
前
の
こ
と
。
主
要
荷
主

で
あ
る
ダ
ス
キ
ン
社
か
ら
、
事

業
の
大
幅
な
合
理
化
を
迫
ら
れ

た
こ
と
が
き
っ
か
け
だ
。ま
た
、

当
時
の
景
気
悪
化
も
拍
車
を
か

け
、
こ
の
ま
ま
で
は
会
社
が
立

ち
行
か
な
い
と
い
う
危
機
的
な

状
況
も
あ
っ
た
。
新
た
な
顧
客

獲
得
へ
積
極
的
な
営
業
活
動
を

展
開
す
る
一
方
で
、
身
近
な
と

こ
ろ
で
コ
ス
ト
を
削
減
で
き
る

こ
と
は
な
い
か
と
必
死
に
考
え

た
。
そ
こ
で
、
ト
ラ
ッ
ク
の
燃

費
向
上
に
よ
る
コ
ス
ト
削
減
に

着
目
。
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
へ
の
本

格
的
な
取
り
組
み
を
始
め
た
。

こ
れ
が
同
社
の
環
境
対
策
の
ま

さ
に
第
一
歩
と
な
っ
た
。

燃
費
を
見
え
る
化

個
人
ご
と
に
目
標
設
定

　

平
成
12
年
に
初
め
て
「
燃
費

ア
ッ
プ
コ
ン
テ
ス
ト
」を
実
施
。

チ
ー
ム
ご
と
に
燃
費
向
上
率
を

競
う
こ
と
に
。
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ

の
取
り
組
み
に
は
さ
ま
ざ
ま
な

手
法
が
あ
る
が
、
同
社
で
は
、

最
も
手
間
が
か
か
ら
な
い
満
タ

ン
計
測
法
に
よ
り
燃
費
管
理
を

し
た
。
そ
の
後
、
ダ
ス
キ
ン
社

と
の
取
引
関
係
も
再
び
軌
道
に

乗
り
始
め
、
同
社
の
環
境
対
策

も
コ
ス
ト
削
減
か
ら
社
会
貢
献

へ
と
軸
を
移
し
始
め
た
。

　
「
業
界
が
社
会
と
の
共
生
を

図
る
た
め
に
も
、
こ
れ
か
ら
環

境
対
策
が
一
層
重
視
さ
れ
て
き

ま
す
。
全
て
の
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ

イ
バ
ー
が
環
境
へ
の
貢
献
の
重

要
性
を
理
解
す
る
こ
と
が
必
要

だ
と
思
い
ま
す
」（
越
野
泰
弘

社
長
）

　

同
社
で
は
、
環
境
対
策
を
進

め
る
と
同
時
に
、
安
全
対
策
を

よ
り
効
果
的
に
推
進
す
る
た
め
、

15
年
に
い
ち
早
く「
Ｇ
マ
ー
ク
」

の
認
定
を
取
得
し
た
。さ
ら
に
、

経
営
方
針
か
ら
車
両
整
備
ま
で
、

体
系
的
に
社
員
の
行
動
指
針
を

網
羅
し
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
整
備
。

こ
れ
を
全
車
両
に
常
備
し
、
全

ド
ラ
イ
バ
ー
が
常
に
同
一
の
質

の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き

る
よ
う
に
し
た
。
こ
う
し
た
取

報
告
」
ま
で
、
現
場
の
声
が
詳

し
く
報
告
さ
れ
る
。
社
長
が
全

社
員
の
ノ
ー
ト
に
目
を
通
し
、

自
筆
で
コ
メ
ン
ト
を
記
入
し
て

社
員
に
返
却
し
て
い
る
。
こ
れ

は
10
年
以
上
継
続
さ
れ
て
お
り
、

社
員
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
―
シ
ョ

ン
を
良
好
に
保
つ
重
要
な
ツ
ー

ル
と
な
っ
て
い
る
。

　
「
自
己
成
長
ノ
ー
ト
に
は
、

環
境
施
策
だ
け
で
な
く
、
あ
ら

ゆ
る
事
柄
に
関
す
る
改
善
提
案

の
欄
を
設
け
て
い
ま
す
。
社
員

の
生
の
声
を
聞
く
こ
と
で
、
ど

う
い
う
意
識
で
日
々
の
業
務
に

取
り
組
ん
で
い
る
か
が
良
く
分

か
り
ま
す
。
ま
た
、
私
や
管
理

者
が
し
っ
か
り
見
て
い
る
と
い

う
こ
と
を
伝
え
る
機
会
に
も
な

り
、
社
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

向
上
に
も
つ
な
が
り
ま
す
」

（
同
）

年
間
平
均
燃
費
20
％
向
上

事
故
も
コ
ス
ト
も
大
幅
減
少

　

こ
う
し
た
様
々
な
取
り
組
み

に
よ
り
、
年
間
平
均
燃
費
は
、

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
開
始
時
の
平
成

12
年
の
５
・
99
㌔
㍍
／
㍑
か
ら
、

22
年
に
は
７
・
17
㌔
㍍
／
㍑
と

20
％
も
向
上
。コ
ス
ト
面
で
は
、

月
の
軽
油
使
用
量
が
９
０
０
０

㍑
減
少
し
た
こ
と
で
、
年
間
１

０
０
０
万
円
を
超
え
る
コ
ス
ト

ダ
ウ
ン
が
達
成
で
き
た
。

　

ま
た
、
事
故
も
大
幅
に
減
少

し
た
こ
と
で
保
険
割
引
率
も
向

上
。
車
両
の
修
理
コ
ス
ト
も
低

減
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
成

果
が
数
字
と
し
て
表
れ
た
も
の

だ
。

活
動
推
進
へ
新
制
度
創
設

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
の
底
上
げ
図
る

　

同
社
で
は
、
さ
ら
な
る
ス
テ

ッ
プ
ア
ッ
プ
を
目
指
し
て
、
今

年
度
か
ら
「
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
マ

ス
タ
ー
制
度
」
を
創
設
し
た
。

　

こ
の
制
度
は
、
エ
コ
ド
ラ
イ

ブ
へ
の
取
り
組
み
や
燃
費
削
減

値
が
顕
著
な
社
員
が
、
他
の
社

員
に
指
導
・
教
育
を
行
う
も
の
。

越
野
社
長
は
「
今
年
の
エ
コ
ド

ラ
イ
ブ
活
動
コ
ン
ク
ー
ル
で
は

最
優
秀
賞
を
目
指
し
、
わ
ず
か

で
も
燃
費
が
向
上
で
き
る
よ
う

引
き
続
き
努
力
し
て
い
き
ま
す
」

と
抱
負
を
語
る
。

　

同
社
の
輸
送
品
目
は
、
ダ
ス

キ
ン
社
の
商
品
と
そ
の
原
料
資

材
が
７
割
以
上
を
占
め
る
。
こ

の
ほ
か
、
精
密
機
器
輸
送
や
引

越
な
ど
の
ス
ポ
ッ
ト
輸
送
に
も

対
応
す
る
。
ダ
ス
キ
ン
社
が
扱

う
モ
ッ
プ
や
マ
ッ
ト
な
ど
の
清

掃
用
品
等
を
洗
浄
す
る
工
場
は

全
国
に
47
か
所
あ
る
が
、
こ
の

う
ち
、
近
畿
圏
の
6
工
場
分
の

輸
配
送
を
同
社
が
一
手
に
受
け

持
つ
。
こ
れ
ら
の
工
場
か
ら
出

荷
さ
れ
る
ダ
ス
キ
ン
加
盟
店
へ

の
配
送
に
は
Ｃ
Ｎ
Ｇ
ト
ラ
ッ
ク

が
活
用
さ
れ
て
い
る
。

　

同
社
が
本
社
を
構
え
る
大
阪

市
都
島
区
は
、
大
阪
の
な
か
で

も
い
わ
ゆ
る
下
町
だ
。
創
業
当

時
、
同
地
域
は
繊
維
工
場
が
多

く
、
同
社
も
繊
維
製
品
を
中
心

に
輸
送
し
て
い
た
。
し
か
し
、

繊
維
産
業
の
海
外
移
転
が
進
ん

だ
こ
と
を
受
け
、
こ
れ
ま
で
に

業
態
を
全
面
的
に
転
換
。
現
在

の
主
要
荷
主
で
あ
る
ダ
ス
キ
ン

社
の
商
品
輸
送
を
手
が
け
る
よ

う
に
な
っ
た
。

　

同
社
の
三
代
目
と
な
る
現
在

の
越
野
社
長
は
現
在
48
歳
。
先

代
社
長
が
急
逝
し
た
こ
と
を
受

け
、
24
歳
と
い
う
若
さ
で
後
を

引
き
継
い
だ
。
突
然
の
世
代
交

行
っ
て
い
る
。
車
両
ご
と
に
燃

費
を
管
理
す
る
表
を
毎
月
作
成

し
、
走
行
距
離
と
燃
料
使
用
量

で
燃
費
を
算
出
す
る
。
当
初
は

全
車
一
律
の
燃
費
向
上
目
標
値

を
設
定
し
て
い
た
が
、
社
員
意

識
の
マ
ン
ネ
リ
化
を
防
ぐ
た
め
、

現
在
で
は
個
人
ご
と
に
目
標
を

設
定
。
年
を
経
る
ご
と
に
上
級

目
標
も
設
定
し
、
全
体
の
レ
ベ

ル
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
全
社
員
の
燃
費
ラ
ン

キ
ン
グ
を
社
内
で
公
表
し
、
事

業
所
と
個
人
の
平
均
燃
費
の
順

位
が
ひ
と
目
で
分
か
る
よ
う
、

グ
ラ
フ
や
表
な
ど
で
「
見
え
る

化
」
も
図
っ
た
。
こ
の
結
果
、

社
員
１
人
ひ
と
り
が
自
分
の
燃

費
や
目
標
を
常
に
意
識
す
る
よ

う
に
な
り
、
事
業
所
ご
と
の
競

争
意
識
も
生
ま
れ
た
。

全
車
に
行
動
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
常
備

Ｇ
マ
ー
ク
等
の
認
証
も
取
得

　

さ
ら
に
、
全
車
両
に
セ
ー
フ

テ
ィ
ー
レ
コ
ー
ダ
ー
を
導
入
。

運
転
方
法
が
視
覚
化
さ
れ
た
こ

と
で
、
社
員
が
自
ら
の
運
転
を

見
直
す
き
っ
か
け
と
な
り
、
エ

コ
ド
ラ
イ
ブ
の
ス
キ
ル
も
向
上

り
組
み
が
成
果
と
し
て
表
れ
、

20
年
に
は
グ
リ
ー
ン
経
営
認
証

と
Ｉ
Ｓ
Ｏ
を
取
得
し
た
。

社
内
報
で
情
報
共
有

「
も
っ
た
い
な
い
」意
識
を
啓
発

　

同
社
は
環
境
へ
の
意
識
高
揚

の
た
め
、
社
内
報
「
エ
コ
ニ
ュ

ー
ス
」を
毎
月
発
行
し
て
い
る
。

エ
コ
ニ
ュ
ー
ス
で
は
、「
も
っ

た
い
な
い
」を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、

身
近
な
も
の
に
例
え
て
環
境
対

策
の
効
果
を
伝
え
る
。
地
球
温

暖
化
に
よ
る
海
面
上
昇
で
大
阪

は
ど
こ
ま
で
水
没
す
る
か
な
ど
、

デ
ー
タ
や
イ
ラ
ス
ト
を
多
用
し

て
身
近
な
燃
費
削
減
対
策
か
ら

世
界
的
な
環
境
問
題
ま
で
幅
広

く
取
り
上
げ
て
い
る
。
こ
の
ほ

か
、
事
業
所
ご
と
に
開
か
れ
る

月
一
度
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
は
、

越
野
社
長
が
安
全
、
品
質
、
環

境
の
観
点
か
ら
自
ら
唱
え
、
環

境
意
識
の
向
上
と
情
報
共
有
を

図
っ
て
い
る
。

自
己
成
長
ノ
ー
ト
を
義
務
付
け

社
長
が
自
筆
で
コ
メ
ン
ト

　

同
社
で
は
、
毎
月
全
社
員
に

「
自
己
成
長
ノ
ー
ト
（
改
善
提

案
書
）」
の
提
出
を
義
務
付
け

て
い
る
。
こ
れ
は
月
間
報
告
書

を
兼
ね
る
も
の
で
、「
今
月
の

目
標
」「
目
標
達
成
報
告
・
自

己
評
価
」
か
ら
「
不
平
・
不
満
、

改
善
提
案
」「
配
送
先
の
近
況

越野運送株式会社
越野泰弘 社長

本　社　大阪府大阪市都島区
都島本通 5-4-22

創　業　昭和 7年
資本金　1,000 万円
従業員数　60名
車両数　52両
http://www.koshino.co.jp/
http://www.koshino-exp.com/

﹇
会
社
概
要
﹈

　

大
阪
市
を
拠
点
に
、
79
年
の
歴
史
を
持

つ
越
野
運
送
株
式
会
社（
越
野
泰
弘
社
長
）。

同
社
は
、
株
式
会
社
ダ
ス
キ
ン
の
商
品
を

メ
イ
ン
に
輸
送
事
業
を
展
開
し
て
い
る
。

「
ク
リ
ー
ン
」
を
売
り
に
す
る
荷
主
企
業

と
の
関
係
を
重
視
し
、
環
境
対
策
を
積
極

的
か
つ
多
面
的
に
推
進
。
昨
年
、
グ
リ
ー

ン
物
流
優
良
事
業
者
表
彰
国
土
交
通
大
臣

表
彰
を
受
賞
す
る
な
ど
、
そ
の
取
り
組
み

が
高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
。
６
月
の
環

境
月
間
に
合
わ
せ
、
同
社
の
環
境
対
策
を

取
材
し
た
。

越野泰弘 社長

（
八
木
秀
夫
社
長
）
と
と
も
に

昨
年
、
グ
リ
ー
ン
物
流
優
良
事

業
者
表
彰
に
応
募
。
地
球
温
暖

化
対
策
に
顕
著
な
功
績
が
あ
っ

た
と
し
て
、
栄
え
あ
る
国
土
交

通
大
臣
表
彰
を
受
賞
し
た
。
対

象
と
な
っ
た
事
例
は
ヤ
ギ
社
と

連
携
し
た
、
Ｃ
Ｎ
Ｇ
車
に
よ
る

共
同
輸
配
送
と
鉄
道
輸
送
へ
の

モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
。
こ
れ
ま
で

複
数
の
メ
ー
カ
ー
か
ら
そ
れ
ぞ

れ
の
商
品
が
個
別
に
輸
配
送
さ

れ
て
い
た
も
の
を
、
同
社
が
ミ

ル
ク
ラ
ン
方
式
で
各
メ
ー
カ
ー

の
商
品
を
集
荷
。
幹
線
輸
送
部

分
を
鉄
道
輸
送
に
モ
ー
ダ
ル
シ

フ
ト
す
る
も
の
。

　
「
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

か
ね
て
か
ら
お
付
き
合
い
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
る
お
客
様
と

共
同
で
提
案
し
ま
し
た
。Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
の
削
減
な
ど
少
し
で
も

荷
主
や
社
会
に
環
境
面
で
貢
献

し
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
工
夫

を
重
ね
ま
し
た
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
実
施
に
あ
た
っ
て
コ
ス
ト

を
試
算
す
る
と
、
従
来
よ
り
逆

に
コ
ス
ト
ア
ッ
プ
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
環
境
に
と
っ
て

良
い
こ
と
で
も
、
コ
ス
ト
が
上

昇
す
る
の
で
は
ど
ん
な
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
で
も
行
き
詰
ま
る
の
は

目
に
見
え
て
い
ま
し
た
」（
同
）

　

そ
こ
で
同
社
は
コ
ス
ト
を
抑

え
る
た
め
、
鉄
道
コ
ン
テ
ナ
に

隙
間
を
な
く
積
む
こ
と
を
荷
主

に
提
案
。
コ
ス
ト
の
採
算
が
合

う
ラ
イ
ン
を
詳
細
に
ヤ
ギ
社
に

伝
え
、
ヤ
ギ
社
が
ダ
ス
キ
ン
社

や
各
メ
ー
カ
ー
と
の
調
整
を
行

う
こ
と
に
な
っ
た
。こ
の
た
め
、

荷
主
と
各
工
場
と
の
間
で
発
注

数
量
・
時
期
の
調
整
を
ヤ
ギ
社

が
行
い
、
そ
の
内
容
に
基
づ
い

て
同
社
が
配
車
計
画
を
策
定
。

非
効
率
な
輸
送
形
態
を
一
掃
し
、

こ
れ
ま
で
錯
綜
し
て
い
た
メ
ー

カ
ー
毎
の
複
数
の
輸
送
を
取
り

ま
と
め
、
一
元
化
さ
れ
た
共
同

輸
配
送
（
ミ
ル
ク
ラ
ン
方
式
）

に
転
換
し
た
。

　

こ
う
し
て
幹
線
輸
送
部
分
を

鉄
道
輸
送
に
シ
フ
ト
す
る
こ
と

で
、Ｃ
Ｏ
２
を
大
幅
に
低
減
。
さ

ら
に
、
共
同
輸
配
送
部
分
に
天

然
ガ
ス
ト
ラ
ッ
ク
を
導
入
し
、

黒
煙
ゼ
ロ
も
実
現
し
た
。
こ
の

よ
う
な
取
り
組
み
の
結
果
、
従

来
と
比
べ
Ｃ
Ｏ
２
排
出
削
減
率

は
実
に
86
％
を
記
録
し
、
年
間

で
64
㌧
の
Ｃ
Ｏ
２
削
減
が
可
能

と
な
っ
た
。

　
「
国
土
交
通
大
臣
表
彰
の
受

賞
で
、
荷
主
か
ら
も
高
く
評
価

さ
れ
、社
員
の
士
気
も
高
ま
り
、

効
果
は
予
想
外
に
大
き
か
っ
た

と
実
感
し
て
い
ま
す
。
社
員
の

取
り
組
み
や
努
力
が
か
た
ち
と

な
っ
て
表
れ
、
評
価
さ
れ
た
こ

と
は
大
き
な
励
み
に
な
り
ま
す
。

今
後
も
『
環
境
』
を
キ
ー
ワ
ー

ド
に
、
グ
リ
ー
ン
物
流
を
提
案

で
き
る
物
流
企
業
と
し
て
、
来

年
の
創
業
80
年
を
越
え
て
、
１

０
０
年
と
永
続
す
る
企
業
を
目

指
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

（
同
）

　

同
社
は
、
ダ
ス
キ
ン
社
の
グ

リ
ー
ン
物
流
に
寄
与
す
る
た
め
、

ダ
ス
キ
ン
社
に
商
品
を
納
入
す

る
繊
維
商
社
の
株
式
会
社
ヤ
ギ

環
境
負
荷
低
減
で
国
土
交
通
大
臣
表
彰
受
賞

同社の天然ガストラックは高い環境意識のシンボル

Ｇ
マ
ー
ク
、
グ
リ
ー
ン
経
営
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ

な
ど
の
認
証
も
積
極
的
に
取
得

社
長
と
社
員
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ツ
ー
ル
と
な
っ
て
い
る
自
己
成
長
ノ
ー
ト

車
両
ご
と
に
燃
費
を
管
理

『6月は環境月間』
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